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未来に向けて　誓い新たに
中越大震災から10年
　中越大震災発生からちょうど10年となる
10月23日㈭、市内各地でさまざまな行事が
行われました。
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●小千谷市中越大震災10周年式典
　（23日㈭市民会館）

●「明日へ伝える」モニュメント贈呈式・
　点灯式（23日㈭楽集館）

　㈱高山様から「明日へ伝える」と刻印されたモ
ニュメントが市へ寄贈され、阪神大震災の犠牲者
を追悼するガス灯「1.17希望の灯

あか

り」が点灯され
ました。この「希望の灯

あか

り」は、神戸の被災者の
方々と交流を続ける市内ボランティア団体「ＳＶ
ＴＳ風組」が分灯を受けました。

●新潟県中越大震災10周年合同追悼式　　
　（23日㈭アオーレ長岡）

　犠牲者に追悼の意を捧げるとともに、復旧・復
興への支援に感謝し、震災の経験と教訓を全国へ
発信するために、県・関係自治体合同の追悼式が
行われました。黙とうと献花が行われたほか、長
岡市内の小・中学校の児童・生徒による合唱が行
われました。

　

平
成
16
年
10
月
23
日
午
後
5
時
56
分
、
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
あ
の
日
、
あ
の
と
き
か
ら
10

年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

改
め
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
無
念
と
変
わ
る

こ
と
の
な
い
ご
遺
族
の
悲
し
み
を
思
い
、
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
、
全
国

か
ら
の
温
か
い
支
援
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
復
興
に

向
け
て
精
一
杯
あ
ゆ
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
10
年
間
で
得
た
知
恵
と
努
力
を
紡
ぎ

な
が
ら
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
語
り
継
ぎ
、
よ
り

よ
い
小
千
谷
を
創
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

あ
の
日
か
ら
10
年
を
迎
え
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方

々
へ
の
追
悼
の
式
典
、
こ
れ
ま
で
の
復
興
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

追
悼

午後5時56分に黙とうが行われました

献花台には白菊が捧げられました

「明日へ伝える」モニュメントと「1.17希望の灯
あか

り」献花を行う谷井市長

あ
の
日
、
あ
の
と
き
か
ら
10
年

東小千谷小学校の児童による合唱
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感
謝

伝
え
る

●小千谷復興感謝祭おぢゃれ元気フェスタ
　（18日㈯・19日㈰総合体育館）

　これまでの復興支援に対する感謝の気持ちと、
元気になった小千谷を広く発信するため、市民・
各種団体・行政が一緒になって開催したイベント
です。両日とも天候に恵まれ、2日間で約11,000
人が来場しました。

●結びの灯～感謝を胸に、未来へGO ～　
　（23日㈭総合体育館）

　一般社団法人小千谷青年会議所主催により開催
された「結びの灯

ともしび

」では、約3,000個の灯篭が灯
されたほか、国民的アイドルグループ「AKB48」
による復興記念コンサートが行われ、中越大震災
から10年を迎えた被災地を歌で応援しました。

●「中越大震災の日」防災給食　　　　
　（23日㈭市内小・中学校、総合支援学校）

　中越大震災の経験と教訓をいつまでも忘れる
ことなく次の世代に継承するため、10月23日
を「中越大震災の日」として制定しました。こ
れにあわせて震災を経験していない児童・生徒
の防災意識と生きる力の向上を目指し、学校給
食を通した防災体験活動として防災給食を実施
しました。学校給食用非常食の「救給カレー」
や食品流通経路の混乱を想定し地元農産物を使
用した「おぢやの元気汁」などの非常食を体験
し、災害時での食事の対応を学びました。

おおぜいの来場者でにぎわいました

「感謝」と並べられた灯篭

ケロポンズコンサート

陸上自衛隊第12音楽隊演奏

タイムカプセルオープンイベント

新潟県出身メンバーで、中越大震災を経験した佐藤栞さん(前
列右から2番目)も応援に駆けつけてくれました

みんなで防災給食を体験しました



︱　4︱　4

特
集

 
子
ど
も
を
育
て
る
地
域
力

　

少
子
化
や
人
口
減
少
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、
状
況
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
小
千
谷
市
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子
化
対
策
と
し
て
は
、
出
生
率
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
を
ど
の
よ
う

に
育
て
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。
貴
重
な
地
域
の
財
産
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
ど
の
よ
う

に
育
て
て
い
く
か
、
今
回
は
市
内
各
地
の
「
子
ど
も
を
育
て
る
」
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

東小千谷小
東山小 ×若栃地区

△稲刈りの指導を熱心に聴いています。

　

東
小
千
谷
小
学
校
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
5
年
生
を
対
象
に
若
栃
地

区
で
田
植
え
と
稲
刈
り
を
行
い
、
各
家
庭
に
民
泊
す
る
「
若
栃
民
泊
体
験
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
か
ら
は
東
山
小
学
校
の
5
年
生
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
10
月
に
行
わ
れ
た
稲
刈
り
と
民
泊
の
様
子
を
取
材
し
ま
し
た
。

△地元の方に見守られながら作業を進めます。

△真剣な表情で稲を刈り取る子
　どもたち。△最後は、はざかけした稲の前で記念撮影。充実感でいっぱいの笑顔です。

△田植えする姿も様になって
　いました。

△5月の田植え体験の様子。うまくできた
　でしょうか？　
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よ
そ
の
家
の
ご
飯
を
食
べ
、
風
呂
に
入
り
、
寝
る

こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

△壁一面に過去に民泊した児童の写真やお礼の言
　葉が貼ってあります。“民泊の先輩”の写真など
　を興味深そうに見ていました。

△みんなで夕ご飯の餃子作りをお手伝いしました。
　友達と作業をすると、自然に笑顔がこぼれます。

△おばあちゃんが丹精込めて作ってくれた料理を
　おいしそうに食べていました。

△自分たちで作った餃子に、我先にと箸を伸ばし
　ていました。

△収穫した野菜などを手に、受け入れ家庭のおばあちゃんと記念撮影。△おっきい栗、見つけた！

△サワガニに興味津々。

△畑の草取りのお手伝い。農業の大変さを身をもっ
　て学びます。

　

子
ど
も
た
ち
は
若
栃
地
区
の

人
々
や
自
然
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
元
・
小
千
谷
の
よ
さ

を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

田
植
え
と
稲
刈
り
を
と
お
し
て
、

収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
、
ふ
だ

ん
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
お
米

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

　

一
方
、
受
け
入
れ
家
庭
の
み

な
さ
ん
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
方
が
多
く
、
最
初
に
民
泊
に

来
た
子
ど
も
た
ち
が
今
で
も
遊

び
に
来
る
家
庭
も
あ
る
そ
う
で

す
。「
民
泊
」
と
い
う
小
千
谷
の

特
色
を
生
か
し
た
学
校
と
地
域

の
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。
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木
の
こ
ん

×
東
山
地
区

豊
年
獅
子
舞

×
元
町
地
区

　

東
山
里
山
子
育
て
支
援
ひ
ろ
ば
「
木
の
こ
ん
」
は
子
育
て
親
子
の
交
流
・
相
談
の
場
で

あ
り
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
を
支
援
す
る
拠
点
施
設
で
す
。
東
山
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
も
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
元
の
東
山
の
み
な
さ
ん
も
山
を
遊
び
場
と
し
て
提
供
し
た
り
、
時
に
は
収
穫
し
た
野

菜
を
お
す
そ
分
け
し
た
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
協
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

自
然
に
勝
る
育
ち
場
な
し

△ハンモックやツリーハウスで、
　元気よく遊んでいました。

△7月の1周年記念イベント。緑
　豊かな自然に囲まれた環境です。

△生の大根って、どんな味？ △味噌汁作りに挑戦。野菜を切っ
　たり皮をむくのも子どもです。

「
ダ
メ
よ
～
」
は
言
い
ま
せ
ん

　

山
の
神
（
天
狗
）
を
中
心
に
、
牡お

じ

し
獅
子
・
牝め

じ

し
獅
子
・
子こ

じ

し
獅
子
の
3
頭
と
子
ど
も
た
ち
が

舞
う
「
豊
年
獅
子
舞
」
は
、
毎
年
7
月
の
二
荒
神
社
大
祭
で
演
じ
ら
れ
、
市
の
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
町
を
中
心
と
し
た
小
学
4
～
6
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
獅

子
を
演
じ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
獅
子
を
演
じ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
大
人
に
な
っ
て
地
元
に

帰
り
、
指
導
者
に
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

伝
統
文
化
を
継
承
す
る

△お囃子をしながら、子どもたち
　の舞を見守ります。

△手を取り足を取り、指導にも熱
　が入ります。

△大人に衣装を着けてもらい、い
　よいよ本番です。

い
ざ
、
本
番

△無事に二荒神社へ獅子舞を奉納
　できました。
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特集　子どもを育てる地域力

太
だ い だ い か ぐ ら

太神楽×土川地区 緑の少年団×真人地区

　

真
人
緑
の
少
年
団
は
平
成
9
年
5
月
に
結
成
さ
れ
て
以
来
、「
自
然
を
愛
す

る
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
緑
に
親
し
ん
だ
り
、

緑
を
守
り
育
て
た
り
と
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
緑
の
少
年
団

は
県
内
に
51
団
体
あ
り
ま
す
が
、
小
千
谷
市
内
で
は
真
人
地
区
の
み
で
す
。

　

土
川
の
魚
沼
神
社
に
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
太
太
神
楽
は
、
今
年
3
月
に
市

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
伝
統
芸
能
で
す
。
踊
り
や
お
囃
子
に
お
お
ぜ
い
の

子
ど
も
が
参
加
し
、
最
近
は
伝
統
を
受
け
継
ぐ
若
い
後
継
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
練
習
で
は
「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」
と
礼
節
を
重
ん
じ
て
い
ま
す
。

△指導者が子どもたちの練習を
　熱心に見守っていました。

△8月の大祭では約2時間をか
　けて、12の舞が披露されます。

△今年5月の震災復興市民植樹
　祭にも参加しました。

△植樹イベントなどさまざまな
　活動に参加しています。

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
　
　
　
　

　
　
　
　
　
地
域
の
取
り
組
み

　

今
年
4
～
5
月
に
開
催
さ
れ
た
「
市
民

と
市
長
の
懇
談
会
」
で
は
、「
子
ど
も
を

育
て
る
地
域
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
長
と

市
民
の
み
な
さ
ん
が
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
以
外
に

も
次
の
よ
う
な
活
動
が
み
な
さ
ん
か
ら
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

▽
茶
郷
川
の
土
手
の
除
草
な
ど
、
町
内
で 

　

子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
行

　

事
を
計
画
し
て
い
る
。（
城
内
）

▽
町
内
に
お
囃
子
子
ど
も
育
成
会
が
あ
り
、

　

活
発
に
活
動
し
て
い
る
。（
東
栄
）

▽
一
心
会
と
い
う
万
灯
の
団
体
を
立
ち
上

　

げ
、
お
ぢ
や
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
る
。

　
（
吉
谷
）

▽
南
小
学
校
へ
通
学
す
る
児
童
が
バ
ス
に

　

乗
る
と
き
に
、
バ
ス
停
で
見
守
っ
て
く

　

れ
る
人
が
い
る
。（
岩
沢
）

▽
公
民
館
の
分
館
活
動
と
し
て
、
親
子
遠

　

足
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

　

ど
を
行
っ
て
い
る
。（
千
谷
・
小
粟
田
）

　

こ
れ
以
外
に
も
、
た
く
さ
ん
の
活
動
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

の
地
域
で
も
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

小千谷市の出生数と死亡数の推移（健康センター調べ）
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人

出生数が死亡
数の約1.7倍

死亡数と出生数
の数値が逆転

出生数が死亡
数の約半分に

中越大震災
発生

578

386

460
499

264

307
385335

ま
ず
は
、
あ
い
さ
つ
か
ら

　

右
グ
ラ
フ
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
出

生
数
は
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
今
後
、
数
少
な
い
子
ど
も
た
ち
を

ど
の
よ
う
に
育
て
る
か
が
重
要
な
課
題
で

す
。
毎
朝
、「
お
は
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ

す
る
の
も
地
域
の
子
育
て
で
す
。
未
来
あ

る
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
ま

ず
は
あ
い
さ
つ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
象
徴
と
し
て
平
成
26
年
10

月
23
日
に
「
錦
鯉
」
を
市
の
魚
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

錦
鯉
は
小
千
谷
市
と
長
岡
市
に
ま
た
が
る
「
二
十
村

郷
」
と
呼
ば
れ
た
地
域
が
発
祥
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
震
災

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
両
市
が
錦
鯉
を
「
復
興
の
象

徴
」
と
し
て
共
有
し
同
日
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

中
越
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
た
今
年
、
震
災
で
の
被

災
経
験
、
そ
の
後
の
復
興
を
と
も
に
象
徴
す
る
「
錦
鯉
」

を
市
の
魚
に
制
定
す
る
こ
と
は
、
中
山
間
地
域
な
ど
を
中

心
と
し
た
錦
鯉
産
業
と
い
う
地
域
の
生
業
の
維
持
と
振
興

と
い
う
意
味
か
ら
も
、
極
め
て
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

震
災
か
ら
復
旧
し
た
養
鯉
池
で
優
雅
に
力
強
く
泳
ぐ
錦

鯉
の
姿
に
、
さ
ら
な
る
復
興
と
飛
躍
へ
の
思
い
を
託
し
制

定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課
農
業
振
興
係
�
83
・
3
5
1
0

小
千
谷
市
復
興
計
画
の
長
期
検
証
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た

　

小
千
谷
市
復
興
推
進

委
員
会
（
委
員
長
：
田

中
聡
常
葉
大
学
教
授
）

は
、
10
月
15
日
㈬
に
中

越
大
震
災
か
ら
の
復
興

計
画
の
長
期
検
証
を
終

え
、
市
長
に
「
復
興
目

標
は
お
お
む
ね
達
成
し
、

復
興
の
状
態
に
至
っ
た
」
と
す
る
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
復
興
計
画
で
示
さ
れ
た
6
つ
の
項
目
と

34
の
方
針
に
つ
い
て
個
別
に
評
価
が
な
さ
れ
、
大
半
の
方

針
は
高
い
評
価
と
な
り
ま
し
た
が
、
若
者
の
定
着
支
援
や

商
店
街
の
活
性
化
な
ど
一
部
評
価
が
低
い
方
針
に
つ
い
て

は
、
次
期
総
合
計
画
に
お
い
て
引
き
続
き
取
り
組
む
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
10
月
の
市
民
意
向
調
査
の
復
興
感
の
調
査

で
は
、
市
の
全
体
的
な
復
興
状
況
に
つ
い
て
83
・
1
％
の

市
民
が
お
お
む
ね
復
興
し
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
の
検
証
結
果
を
受
け
、
復
興
計
画
で
残
さ
れ
た

課
題
を
28
年
度
か
ら
の
次
期
総
合
計
画
の
中
に
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

報
告
書
は
、
左
記
の
場
所
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
閲
覧
場
所
／
企
画
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
（
市
役

所
3
階
）、
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
、
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
、
東

山
・
岩
沢
・
真
人
・
川
井
各
住

民
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
政
策
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
�
83
・
3

5
0
7

市の魚に

「錦鯉」

　

小
千
谷
市
で
は
、
10
月
31
日

㈮
に
、
15
人
の
総
合
計
画
審
議

会
委
員
を
任
命
し
、
次
期
総
合

計
画
の
策
定
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
は
、
小
千
谷
市
の

最
上
位
の
計
画
で
あ
り
、
現
在

の
第
四
次
総
合
計
画
が
平
成
27

年
度
に
計
画
期
間
を
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度
か
ら

の
次
期
計
画
の
策
定
を
お
願
い

し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
総
合
計
画
審
議

会
委
員
を
お
願
い
し
た
の
は
、

左
記
の
み
な
さ
ん
で
す
。（
敬

称
略
）

●
澤
田
雅
浩
（
会
長
）

●
髙
野
史
郎
（
副
会
長
）

●
新
谷
梨
恵
子

●
小
川
晃

●
片
岡
朋
子

●
上
村
直
樹

●
川
井
厚
子

●
小
林
幸
夫

●
高
野
邦
子

●
高
橋
重
尚

●
中
澤
和
雄

●
船
岡
芳
英

●
細
金
剛

●
松
井
均

●
和
田
重
和

　

今
後
、
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
、
市
報
お
ぢ
や
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
�

　
　
　
　
　
　

な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
政
策
課

企
画
経
営
係
�
83
・
3
5
0
7

次
期
総
合
計
画
の
策
定
を
諮
問

　
　
　
　
　
　
　

http://www.city.ojiya.niigata.jp/

を制定

△森長岡市長（右）との共同記
　者会見で発表する谷井小千谷
　市長

　
　
　
　

http://www.city.oj
i ya.niigata.jp/

▷
谷
井
小
千
谷
市
長
か
ら
総
合
計
画
審�

　

議
会
の
澤
田
雅
浩
会
長
に
次
期
総
合

　

計
画
の
策
定
を
諮
問
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創
立
50
周
年
を
迎
え
、
児
童
合
唱

界
を
リ
ー
ド
し
続
け
る
杉
並
児
童
合

唱
団
が
小
千
谷
市
に
や
っ
て
来
ま
す
。

　

杉
並
児
童
合
唱
団
の
ス
テ
ー
ジ
は
、

た
だ
歌
う
だ
け
で
な
く
、
踊
っ
た
り

い
ろ
い
ろ
な
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

組
ん
だ
り
、
ス
テ
キ
な
衣
装
で
た
く

さ
ん
の
表
情
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を
観
せ

て
く
れ
ま
す
!

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
約
40
人
が
お
送
り
す
る
ス
テ

ー
ジ
は
、
観
る
人
へ
“
合
唱
の
楽
し

さ
”
を
届
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

歌
っ
て
踊
っ
て
魅
了
す
る
杉
児
ワ

ー
ル
ド
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
!

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
・
杉
並
交

流
事
業
実
行
委
員
会
（
総
務
課
庶
務

管
財
係
）
�
83
・
3
5
0
6

市
道
片
貝
環
状
線
が
開
通
し
ま
し
た

【杉並児童合唱団　プロフィール】

　昭和39年に誕生し、NHK「歌は
友だち」のレギュラー団体として出
演。楽しめる演奏を作り上げるため
に「合唱ミュージカル」やリズムに
のった振り付けを加えた「ポピュ
ラー曲」の開発に力を注ぎ、数多く
の作品を発表。観て聴いて楽しさ
いっぱいのこれらの作品は、全国の
多くの合唱団に愛唱されています。
　また「世界の名曲や民謡」を効果
的に編曲した曲で、平素クラシック
には興味を持たない人々にもその素
晴らしさを伝えてきました。
　主な活動は独自公演のほか、全国
各地での招待公演やＣＭソングレ
コーディング・テレビ出演など、明
るくさわやかな歌声で杉児ファンを
魅了しています。
　現在団員は3歳から大学生までの
約200人（来市するのは小学校高学
年から高校生の選抜メンバー約40
人です）。今年創立50周年を迎え、
児童合唱界のリーダー的存在として
その実力と名声はゆるぎないものと
なっています。

中越大震災から10年記念事業

～すぎなみからの贈り物～

杉並児童合唱団コンサート

　

県
道
長
岡
片
貝
小

千
谷
線
か
ら
県
道
山

谷
片
貝
線
（
片
貝
町

一
之
町
一
区
地
内
）

を
結
ぶ
道
路
改
良
工

事
が
完
了
し
、
10
月

24
日
㈮
か
ら
通
行
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
通
に
よ

り
通
行
が
便
利
に
な

り
、
ま
た
、
沿
線
の

土
地
利
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
工
務
係
�
83
・
3
5

1
4

■日時／12月14日㈰午後2時開演（開場：午後1時30分～）
■会場／市民会館大ホール
■入場無料（整理券が必要です）
■入場整理券配付場所／市民会館、総合体育館、ホット
　プラザ（勤労青少年ホーム）

プログラム

●音楽の花束

●童謡唱歌メドレー

●杉並ポピュラー

　　　　　～Screen Music& 

　　　The BEATLES～　　　ほか
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
　
　

「
煙
体
験
ハ
ウ
ス
・
発
煙
用
機
器
」

を
購
入

　

小
千
谷
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
で
は
、
平
成
26
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
り
「
煙
体
験
ハ
ウ
ス
・
発
煙

用
機
器
」
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
催
し
物
な
ど
で
使
用
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
お
ぜ
い
の
方
か
ら
煙

の
恐
ろ
し
さ
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
警
防
課
�
83

・
0
2
3
7

小
千
谷
手
話
サ
ー
ク
ル
　

　
　 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

小
千
谷
手
話
サ
ー
ク
ル
の
み
な

さ
ん
が
、
手
話
の
普
及
啓
発
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
10
月
7
日

㈫
に
は
市
役
所
で
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
谷
井
市
長
か
ら
、
代
表
の
岩

田
道
子
さ
ん
に
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

岩
田
さ
ん
は
、「
手
話
は
全
国
共

通
で
は
な
く
、
世
代
間
で
も
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
違
い
、
ま
た
新
し
い
言

葉
も
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
の
で
大

変
で
す
が
、
こ
の
表
彰
を
機
に
レ

ベ
ル
を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

おじゃましま
す

Io o// /L
L

LI I II
III I I

I II I

.. BI EL

毎月10日号で、市内で活動しているさまざまな団体・
サークルなどをご紹介します。

△先生の指導のもと、真剣
　に演奏されていました。

すばるの会

「
す
ば
る
の
会
」
の
み
な
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
主
な
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

琴き
ん
じ
ょ
う城
流
大
正
琴
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

月
1
回
、
市
民
会
館
な
ど
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
市
民
芸
能
祭
や
中
越
大

会
な
ど
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

―
―
大
正
琴
と
は
ど
の
よ
う
な
楽
器

で
す
か

　

大
正
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
楽
器
で

歴
史
は
1
0
0
年
く
ら
い
で
す
。
木

製
の
箱
型
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
ア
ン
プ
に
つ

な
い
で
弦
を
ピ
ッ
ク
で
演
奏
す
る
も

の
で
す
。
ア
ル
ト
、
ベ
ー
ス
、
ソ
プ

ラ
ノ
な
ど
に
分
か
れ
て
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
で
演
奏
し
て
い
ま
す
。

―
―
大
正
琴
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か

　

上
手
に
演
奏
で
き
た
時
は
、
達
成

感
や
充
実
感
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
は
各
パ
ー
ト
の
音
が
違
う

の
で
音
合
わ
せ
が
難
し
く
、
そ
れ
が

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
楽
し
い
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
よ

い
で
す
。
ま
た
右
手
と
左
手
で
違
う

動
き
を
す
る
の
で
、
ボ
ケ
防
止
に
も

な
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
始
め
る
と
、

や
め
る
方
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

○
訪
問
後
の
ひ
と
言

　
こ
の
日
は
実
際
に
、
音
を
出
す
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
左
手
で
ピ
ア
ノ

の
鍵
盤
、
右
手
の
ピ
ッ
ク
で
ギ
タ
ー

を
弾
く
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
ま
た

何
曲
か
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会員数：16人　会費：12,000円／年
問い合わせ：代表　安居院　�82-5686



　

市
長
室
に
あ
る
執
務
机
の
後
ろ
に
、「
政

禅
一
味
」
と
書
か
れ
た
扁
額
が
架
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
書
は
臨
済
宗
天
竜
寺
派
官

長
で
あ
っ
た
関
牧
翁
老
師
直
筆
の
も
の
で
、

老
師
と
御
親
交
の
あ
っ
た
市
内
の
結
城
瑛

氏
か
ら
市
へ
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

黒
々
と
し
た
墨
蹟
は
太
く
重
厚
で
あ
り
な

が
ら
、
同
時
に
の
び
の
び
と
し
た
自
由
闊

達
な
筆
使
い
で
、
何
と
も
言
え
な
い
味
わ

い
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

古
く
か
ら
「
茶
禅
一
味
」
と
言
う
言
葉

が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
茶
道

は
元
々
禅
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、

形
こ
そ
違
え
本
質
で
は
茶
道
も
禅
の
心
も

同
じ
こ
と
で
あ
る
、
と
言
う
意
味
だ
そ
う

で
す
。「
政
禅
一
味
」
は
「
茶
道
」
に
替
え

て
、「
政
治
の
道
」
を
当
て
た
も
の
と
な
り

ま
す
。

　

無
学
な
私
に
は
禅
と
は
何
ぞ
や
を
語
る

資
格
は
無
い
と
思
い
ま
す
が
、
乏
し
い
知

識
な
が
ら
、
自
分
の
内
面
を
じ
っ
と
見
つ

め
る
こ
と
を
心
が
け
る
も
の
と
理
解
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
心
を
見
つ
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
今
考
え
て
い
る
こ
と
は
市
長

の
立
場
と
し
て
正
し
い
の
か
、
正
し
く
な

い
の
か
、
自
分
を
離
れ
た
位
置
か
ら
客
観

的
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

関
牧
翁
老
師
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ

の
書
を
し
た
た
め
ら
れ
、
そ
し
て
結
城
瑛

氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
市
長
室
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
の
か
詳
し
く
は
伺
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
書
が
小
千
谷
市
長
の
言
動

を
厳
し
く
見
守
る
た
め
こ
こ
に
あ
る
の
だ

と
思
う
と
、
日
々
、
お
の
ず
か
ら
姿
勢
を

正
さ
ざ
る
を
得
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

私
の
「
こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す
」
は

今
回
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
御

覧
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
は
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
谷
井　

靖
夫
）

こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す
（
最
終
回
）
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△この扁額に見守られながら執務を行うのも残りわ
　ずかとなりました。

＜材料＞（4人分）
大根�� �½本
生鮭�� �3切れ（約240㌘ ）
塩�� �小さじ１／４
バター�� �10㌘
水�� �400㏄
だしの素�� �小さじ1
牛乳�� �400㏄
みそ�� �大さじ1
冷凍グリーンピース�� �大さじ2
粉山椒�� �適量

＜作り方＞
大根は皮をむき大きめの乱切りにし、水から15
分下ゆでする。鮭は塩を振り、少しおいて水気
をふき、1切れを3～4つにそぎ切りにする。

厚めの鍋にバターを溶かし、鮭を両面焼き、一
度取り出す。

2の鍋に1の大根を入れて炒め、小麦粉を振り入
れる。水、だしの素を加えあくを取りながら、
大根が軟らかくなるまで煮て鮭を戻す。

3に牛乳を加え、みそを溶き入れて、ひと煮立
ちさせ火を止める。

器に盛り付け、サッとゆでたグリーンピースを
散らし、お好みで粉山椒を振る。

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー229㌔㌍▷たんぱく質19.0㌘▷脂質9.4
㌘▷カルシウム163㍉㌘▷塩分1.6㌘

1

2
3

鮭と大根の和風スープ

今回は海の幸と山の幸を使用した体が温まるスープです。牛乳を入れたら長時間沸騰させないようにしましょう。

作ってみてね！この料理

＜調理＞
小千谷市食生活改善推進委員 (健康センター内�
83-3640）
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未
来
へ
つ
な
ぐ 

元
気
は
つ
ら
つ 

健
康
小
千
谷
！　
　
　

お
ぢ
や
健
康
福
祉
ま
つ
り

︱　12

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

59

︱　12

ま
ち

の
話

題
 RUPO&NEWS

￥５４０

ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
が
や
っ
て
き
た

　

総
合
体
育
館
で
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
「
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
in
小
千
谷
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
古
誠
司
さ
ん
、
江
上
由
美
さ
ん
、
大
山
加
奈
さ
ん
を
は
じ
め
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
世
界
大
会
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
活
躍
し
た
一
流
選
手
が
ド

リ
ー
ム
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
地
元
の
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
し
た
。

ま
た
、
指
導
者
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

／10
　  4
     ～  

　   5

　

10
月
12
日
㈰
に
、
第
33
回
お
ぢ
や

健
康
福
祉
ま
つ
り
「
健
康
福
祉
展
」

が
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
お
お
ぜ

い
の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
13
日
㈷
に
は
、
第
37
回
小
千

谷
ト
リ
ム
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
、

総
合
体
育
館
発
着
の
12
㎞
、
8
㎞
、

わ
く
わ
く
コ
ー
ス
の
3
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
小
千

谷
の
秋
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
わ
く
わ
く

コ
ー
ス
で
は
、
白
山
運
動
公
園
で
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き
、

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
ゲ
ー
ム

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

△会場はおおぜいの方でにぎわいました。

△天候が心配されましたが、おおぜい
　の方がウォーキングに参加しました。

△民生委員児童委員協議会による仮装
　パレードが会場を盛り上げました。

△車いす体験ができるコーナーもあり
　ました。

△打点の高い佐々木みきさんのアタック
　（5日）

△地元チームも負けじとブロック（5日）

△レシーブを指導する坂本清美さん（4日）

△熱心に指導する大山さん（5日）

／10
  12

     ～   

13
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まちの話題 RUPO&NEWSまちの話題 RUPO&NEWS

伝
統
芸
能
と
巫
女
爺
が
一
堂
に
集
結

　
「
小
千
谷
伝
統
芸
能
ま
つ
り
・
巫
女
爺
サ
ミ
ッ
ト
」
が

総
合
体
育
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
市
制
施
行
60
周
年
・
中
越
大
震
災
か
ら
10
年
を

記
念
し
、
ま
た
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

市
内
の
7
団
体
に
よ
る
伝
統
芸
能
発
表
と
、
市
内
外
の
巫

女
爺
を
演
じ
る
9
団
体
を
一
堂
に
集
め
た
も
の
で
す
。

　

ふ
だ
ん
は
地
元
の
お
ま
つ
り
な
ど
で
し
か
見
ら
れ
な
い

伝
統
芸
能
や
巫
女
爺
が
一
度
に
見
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
会

場
に
は
お
お
ぜ
い
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

／10 
　 12

東
小
千
谷
の
芸
能
・
芸
術
を
堪
能

　
「
第
31
回
明
る
い
東
小
千
谷
の
集
い
・
東
小
千
谷
総
合
芸
術

芸
能
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
4
日
の
夜
に
は
、
東
小
千
谷

体
育
セ
ン
タ
ー
で
芸
能
発
表

が
行
わ
れ
、
お
お
ぜ
い
の
方

が
歌
や
踊
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

ま
た
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
で
は
、

東
小
千
谷
地
区
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
同
好
会
の
作
品

が
展
示
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
お

お
ぜ
い
の
方
が
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。

お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
「
ガ
ス
水
道
フ
ェ
ア
2
0
1

4
」
が
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
新
の
ガ
ス
機
器
や
お
買
い

得
商
品
な
ど
の
展
示
ブ
ー
ス
、

カ
ラ
フ
ル
な
風
船
で
飾
り
付
け

ら
れ
た
写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー
、

よ
し
太
く
ん
焼
き
プ
レ
ゼ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
、
水
道
に
関
す
る
P

R
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、

会
場
は
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

／10
　  4

新
た
な
詩
碑
を
建
立

　

日
吉
2
丁
目
の
深
地
城
趾
に

西
脇
順
三
郎
の
詩
碑
が
建
立
さ

れ
、
そ
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

西
脇
の
代
表
的
な
詩
集
『
ア

ム
バ
ル
ワ
リ
ア
』
の
中
の
「
旅

人
」
の
詩
に
、
こ
の
崖
の
場
所

が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

眺
望
が
よ
く
、
信
濃
川
や
越

後
三
山
も
見
渡
せ
て
、
今
後
新

た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

小
千
谷
市
の
記
憶
を
東
日
本
大
震
災
に
活

か
す

　

市
民
会
館
で
中
越
大
震
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
ぢ
や
公
開
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

常
葉
大
学
大
学
院
の
重
川
希
志
依
教

授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
岩

手
県
釜
石
市
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
柏
崎
龍
太
郎
さ
ん
、
宮
城
県
名

取
市
の
美
田
園
わ
か
ば
幼
稚
園
の
佐
竹

悦
子
さ
ん
、
小
千
谷
市
の
わ
か
と
ち
未

来
会
議
の
細
金
剛
さ
ん
の
3
人
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

／10
　 17／10

　 26

△小粟田共楽会

△横町屋台人形巫女爺保存会

△吉谷長命会伝統芸能部

△三仏生巫女爺保存会

△桜町伝統芸能保存会

△片貝伝統芸能保存会

／10
　  4
     ～  

　   5
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市
展
・
総
合
文
化
展
入
賞
者

　
第
34
回
小
千
谷
市
展
・
小
千
谷
市
総
合
文
化
展
が
10

月
31
日
㈮
か
ら
11
月
3
日
㈷
ま
で
、
東
小
千
谷
体
育
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
高
校
生
の
作
品

が
数
多
く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
下
記
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。
市
展
で
市
長
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係

（
総
合
体
育
館
内
）
�
83
・
0
0
7
7

市
長
賞
作
品

△水墨画の部／山崎辰二さんの作品
　『夕暮の津南』

△日本画の部／瀬沼哲夫さんの作品
　『五月の川沿い』

△洋画・版画の部／佐藤美栄子さんの作品
　『山古志の秋』

市
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

日
本
画
の
部
（
出
展
数
21
）

◎
市
長
賞
／
瀬
沼
哲
夫
（
船
岡
3
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
若
井
眞
知
子
（
土
川
2
）

◎
奨
励
賞
／
横
田
ハ
ル
子
（
平
沢
1
）

◎
佳
作
／
増
川
ま
ゆ
み
（
藪
川
）、
和
田
イ
ツ
エ
（
三
仏
生
）

水
墨
画
の
部
（
出
展
数
38
）

◎
市
長
賞
／
山
崎
辰
二
（
稲
荷
町
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
佐
藤
明
（
桜
町
上
）

◎
奨
励
賞
／
岡
元
敏
子
（
千
谷
川
2
）、
折
田
富
美
子
（
栄
町
）

◎
佳
作
／
佐
山
英
一
（
稲
場
）、
増
川
よ
し
江
（
木
津
町
）、
元
井
百
合
子

　
（
千
谷
川
2
）、
近
藤
忠
男
（
木
津
団
地
）

洋
画
・
版
画
の
部
（
出
展
数
30
）

◎
市
長
賞
／
佐
藤
美
栄
子
（
薭
生
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
増
川
美
一
（
木
津
町
）

◎
奨
励
賞
／
大
淵
利
夫
（
稲
荷
町
）、
佐
藤
由
雄
（
千
谷
川
2
）

◎
佳
作
／
山
﨑
伸
子
（
上
ノ
山
4
）
原
田
芳
克
（
桜
町
下
）、
荻
野
佳
子

（
若
葉
）

◎
努
力
賞
／
北
原
舞
美
（
小
千
谷
西
高
校
）、
田
中
杏
実
（
小
千
谷
西
高
校
）

書
道
の
部
（
出
展
数
64
）

◎
市
長
賞
／
長
井
洋
子
（
稲
荷
町
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
近
藤
敬
（
東
栄
3
）

◎
奨
励
賞
／
金
子
功
（
小
粟
田
）、
山
﨑
芳
子
（
稲
荷
町
）、
大
矢
榮
作

　
（
一
之
町
二
区
）

◎
佳
作
／
新
保
由
美
子
（
千
谷
）、
山
田
和
美
（
東
栄
3
）、
池
田
理
砂

　
（
元
中
子
）、
星
野
夲
（
千
谷
）、
佐
藤
萌
（
魚
沼
市
）、
山
下
沙
綾
（
小

　

千
谷
西
高
校
）、
神
林
結
花
（
小
千
谷
高
校
）



15　︱　市報おぢや 11 月号

市展・総合文化展入賞者

審査員（敬称略）

■日本画の部／藤田チヨ子（日本美術院院友、
　県展参与、県美術家連盟理事、阿賀北美術協
　会代表）
■水墨画の部／藤田チヨ子（同上）
■洋画・版画の部／杉森企観明（一水会常任委
　員、日展会友、県展委員、県美術家連盟常任
　理事）
■書道の部／堀田一逕（県書道協会理事、書道
　香瓔会理事、読売書法会理事、日本書芸院評
　議員）
■写真の部／田辺千勝（県展委員、南魚沼美術
　協会会長）
■工芸・彫塑の部／河面元（日展会友、県展無
　鑑査、県美術家連盟会員）

△書道の部／長井洋子さんの作品『唐ごろも』△写真の部／志田幸夫さんの作品
　『5:46越後須原通過』

△工芸・彫塑の部／佐藤一枝さんの作品『杜』

△会場の様子

◎
努
力
賞
／
酒
井
さ
く
ら
（
小
千
谷
高
校
）、
横
山
里
菜
（
小
千
谷
西
高

　

校
）、
中
山
桃
花
（
小
千
谷
西
高
校
）

写
真
の
部
（
出
展
数
1
1
5
）

◎
市
長
賞
／
志
田
幸
夫
（
魚
沼
市
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
櫻
井
信
夫
（
魚
沼
市
）

◎
奨
励
賞
／
茂
野
誠
一
郎
（
長
岡
市
）、
外
山
和
子
（
魚
沼
市
）、
山
谷
陽

　

夫
（
土
川
1
）

◎
佳
作
／
大
橋
千
晴
（
小
千
谷
西
高
校
）、
新
保
勲
（
東
栄
2
）、
大
塚
三

　

男
（
土
川
2
）、
中
野
哲
哉
（
城
内
4
）、
須
田
隆
（
小
粟
田
）、
長
谷

　

川
芳
明
（
長
岡
市
）、
樋
口
茂
文
（
上
ノ
山
5
）、
中
林
義
雄
（
長
岡

　

市
）、
黒
﨑
敏
夫
（
茶
畑
）、
大
淵
順
次
（
平
沢
2
）、
佐
藤
吉
晴
（
魚

　

沼
市
）

◎
努
力
賞
／
堀
井
航
（
小
千
谷
西
高
校
）、
上
村
樹
（
小
千
谷
西
高
校
）

工
芸
・
彫
塑
の
部
（
出
展
数
39
）

◎
市
長
賞
／
佐
藤
一
枝
（
本
町
1
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
黒
崎
剛
（
四
之
町
）

◎
奨
励
賞
／
石
坂
佑
太
郎
（
上
ノ
山
1
）、
山
本
直
子
（
旭
町
）

◎
佳
作
／
水
尾
久
子
（
一
之
町
二
区
）、
吉
田
知
恵
子
（
千
谷
）、
佐
藤
國

　

松
（
本
町
1
）、
大
勝
明
子
（
薭
生
）

◎
努
力
賞
／
丸
山
祥
（
小
千
谷
西
高
校
）

総
合
文
化
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

菊
花
の
部
（
出
展
数
1
1
5
）

◎
市
長
賞
／
平
沢
吉
郎
（
三
仏
生
）

◎
奨
励
賞
／
西
村
秀
明
（
千
谷
）、
山
賀
ト
ミ
ヨ
（
鴻
巣
）

◎
教
育
長
賞
／
渡
辺
勇
一
（
千
谷
川
）

◎
公
民
館
長
賞
／
大
渕
イ
ツ
（
市
ノ
口
）
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流
に
乗
っ
て
全
身
に
運
ば
れ
、
糖
尿
病

や
動
脈
硬
化
、
心
筋
梗
塞
な
ど
、
様
々

な
か
ら
だ
の
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

予
防
が
肝
心
！
受
け
よ
う
歯
科

検
診
！
整
え
よ
う
生
活
習
慣
！

　

歯
周
病
と
は
、
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）

の
中
の
歯
周
病
菌
が
歯
ぐ
き
に
炎
症
を

起
こ
し
、
徐
々
に
周
り
の
組
織
を
破
壊

し
て
い
く
細
菌
感
染
症
で
す
。
別
名

「
サ
イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
」（
静
か

に
進
行
す
る
病
気
）
と
呼
ば
れ
、
成
人

の
約
８
割
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
痛
み
や
出
血
、
歯
の
ぐ

ら
つ
き
な
ど
の
自
覚
症
状
が
な
い
と
受

診
し
な
い
た
め
、
お
お
ぜ
い
の
人
が
気

づ
い
て
い
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
が
な
く

て
も
歯
科
医
院
に
定
期
的
に
受
診
す
る

こ
と
、
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
と
歯
間

ブ
ラ
シ
や
フ
ロ
ス
な
ど
の
歯
間
部
清
掃

用
具
の
使
用
が
予
防
の
た
め
に
は
大
切

で
す
。

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
　
　
　

も
ち
ま
し
ょ
う

　

歯
医
者
さ
ん
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
す
れ

ば
生
活
習
慣
や
特
性
を
把
握
し
た
う
え

で
、
あ
な
た
に
合
っ
た
治
療
の
進
め
方

と
予
防
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
え

ま
す
。
む
し
歯
や
歯
周
病
は
一
生
つ
い

　

心
と
体
の
健
康
を
保
ち
豊
か
な
毎
日

を
送
る
た
め
に
は
、
よ
く
噛
ん
で
お
い

し
く
食
事
が
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
で
す
。
歯

や
お
口
の
健
康
づ
く
り
の
習
慣
化
を
図

り
、
将
来
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め

「
に
い
が
た
健
口
文
化
推
進
月
間
」
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

食
事
と
会
話
を
楽
し
む
た
め
の

歯
や
お
口
の
健
康

　

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
を
も
う
一

度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
家
族
や
友

達
と
の
会
話
や
、
食
事
を
楽
し
み
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
、
味
わ
っ

て
食
べ
る
こ
と
は
、
生
活
の
質
を
高
め
、

人
生
を
よ
り
一
層
豊
か
な
も
の
に
し
て

く
れ
ま
す
。

歯
と
お
口
の
状
態
と
　
　
　
　

全
身
の
健
康
へ
の
影
響

　

む
し
歯
や
歯
周
病
は
単
な
る
お
口
の

中
の
病
気
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
む
し

歯
や
歯
周
病
で
歯
を
失
う
と
、
噛
む
力

の
低
下
に
よ
る
胃
腸
障
害
、
記
憶
力
の

低
下
、
噛
み
合
わ
せ
の
悪
化
に
よ
る
運

動
能
力
の
低
下
な
ど
様
々
な
問
題
が
引

き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
歯
周
病
が

進
行
す
る
と
、
歯
ぐ
き
の
中
に
た
く
さ

ん
あ
る
血
管
を
通
じ
て
歯
周
病
菌
が
血

　
　
　
　
　
　
　 

う
ぶ
ご
え
教
室　

　

妊
婦
と
そ
の
夫
を
対
象
に
し
た
教
室
で
す
。

　

妊
娠
期
は
健
康
管
理
が
な
に
よ
り
大
切
で
す
。

助
産
師
、
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
と
普
段
な
か

な
か
話
を
聞
け
な
い
専
門
家
を
講
師
に
迎
え
ま

す
。
一
緒
に
出
産
や
子
育
て
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
と
参
加
者
同
士
気
軽

に
不
安
解
消
で
き
る
機
会
で
す
。
お
い
し
く
楽

し
く
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
11
月
29
日
㈯
午
前
9
時
40
分
～
11
時

45
分
（
受
付
：
午
前
9
時
30
分
～
）

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／

▽
助
産
師
を
囲
ん
で
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

▽
沐
浴
指
導

▽
妊
娠
期
栄
養
バ
ラ
ン
ス
ア
ド
バ
イ
ス
と
お
す

　

す
め
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食

▽
今
こ
そ
注
目
！
お
口
の
健
康
講
話

※
男
性
は
妊
婦
体
験
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
夫

　

婦
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳

■
申
込
締
切
／
11
月
25
日
㈫　

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健

係
�
83
・
3
6
4
0

ハ
ッ
ピ
ー
パ
パ
マ
マ

一歩先ゆく健康づくりはお口
く ち

から

～11月は「にいがた健
けんこう

口文化推進月間」です～

■問い合わせ／健康センター保健係�83-3640
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お
年
寄
り
の
心
の
健
康
相
談
会

　

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
、
や
る
気
が
出
な
い
、

不
眠
な
ど
で
お
困
り
の
方
や
そ
の
家
族
の
相
談

を
、
精
神
科
医
師
が
お
受
け
し
ま
す
。
会
場
ま

で
来
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
訪
問
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時
／
11
月
17
日
㈪
午
後
1
時
30
分
～
3
時

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切
／
11
月
12
日
㈬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
�
83
・
0
8
0
7

市
民
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

　
「
知
り
た
い
!
聞
き
た
い
!
く
す
り
の
話
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
22
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～
3
時

■
会
場
／
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
講
堂
（
長
岡

市
学
校
町
1
‐
2
‐
2
）

■
講
師
／
丸
山
直
樹
さ
ん
（
新
潟
県
立
精
神
医

療
セ
ン
タ
ー
院
長
）　

■
入
場
無
料

■
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
／
新
潟
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ

ー
「
市
民
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
事
務
局
」
�
24

・
3
9
3
0

て
ま
わ
る
も
の
。
お
口
の
専
門
家
で
あ

る
か
か
り
つ
け
歯
科
医
は
お
口
の
健
康

を
一
緒
に
守
っ
て
く
れ
る
最
強
の
味
方

で
す
。
半
年
に
1
回
の
歯
科
検
診
を
習

慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

　

歯
ブ
ラ
シ
は
ペ
ン
を
持
つ
よ
う
に
持

ち
ま
し
ょ
う
。（
図
1
）
毛
先
は
歯
と

歯
肉
の
境
目
に
お
く
。
軽
い
力
で
小
さ

く
動
か
す
。（
図
2
）

　

毎
食
後
行
い
、
そ
の
う
ち
1
回
は
時

間
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス

　

歯
ブ
ラ
シ
で
は
届
か
な
い
歯
間
部
の

プ
ラ
ー
ク
を
除
去
し
ま
す
。
歯
と
歯
の

間
に
の
こ
ぎ
り
を
引
く
よ
う
に
ゆ
っ
く

り
と
フ
ロ
ス
を
入
れ
、
歯
と
歯
肉
の
溝

ま
で
入
れ
ま
す
。
歯
の
側
面
に
フ
ロ
ス

を
押
し
付
け
る
よ
う
に
し
て
、
２
～
３

回
上
下
に
動
か
し
プ
ラ
ー
ク
を
こ
す
り

取
り
ま
す
。
隣
り
合
っ
た
面
も
行
い
ま

す
。（
図
3
）

歯
間
ブ
ラ
シ

　

す
き
間
が
広
い
歯
と
歯
の
間
の
プ

ラ
ー
ク
除
去
に
効
果
的
で
す
。
歯
ぐ

き
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
と

さ
し
入
れ
、

2
～
3
回
前

後
さ
せ
ま
す
。

（
図
4
）

ご
存
知
で
す
か
？
　
　
　
　
　

歯
科
保
健
計
画
「
お
ぢ
や
歯
つ

ら
つ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
に
わ

た
っ
て
歯
や
お
口
の
健
康
を
維
持
し
、

お
口
の
中
か
ら
全
身
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
は
つ
ら
つ
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

を
願
い
策
定
し
た
歯
の
計
画
で
す
。

■
閲
覧
場
所
／
健
康
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ッ

ト
プ
ラ
ザ
、
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
、
東

山
・
岩
沢
・
真
人
・
川
井
各
住
民
セ
ン

タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�http://www.ci

　

ty.ojiya.niigata.jp/

か
ら
も
ご
覧
い

　

た
だ
け
ま
す
。

<図1>

<図2>

<図4>

<図3>

フ
ロ
ス
と
は
、
歯
と
歯
の
す
き

間
の
歯
垢
を
取
り
除
く
た
め
の

糸
よ
う
じ
の
よ
う
な
も
の
を
言

い
ま
す
。 

歯肉溝※まで入れる

※歯と歯ぐきの間の溝

横にのこぎりを
引くように入れる
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お知らせ

め
ざ
せ
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ー
ダ
ー
！

キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
習
会

　

個
人
や
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
で
い
る
方
か
ら
、
自
然

体
験
活
動
の
指
導
者
を
目
指
し
て
い
る
方
ま
で
、
よ
り
充
実
し

た
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
楽
し
む
た
め
に
、
確
か
な
知
識
と
技
術
を

習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

日
本
キ
ャ
ン
プ
協
会
認
定
の
指
導
者
資
格
「
キ
ャ
ン
プ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
の
理
論
単
位
を
取
得
で
き
る
講
習
会
で
す
。

■
日
程
／
11
月
22
日
㈯
～
23
日
㈷
（
1
泊
2
日
）
※
集
合
：
11

月
22
日
午
前
9
時
、
解
散
：
11
月
23
日
午
後
3
時

■
会
場
／
市
民
の
家

■
対
象
／

▽
家
族
・
友
人
な
ど
と
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
す
べ
て
の
方

▽
学
校
・
学
童
保
育
・
子
供
会
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
行
事
で
指
導

　

者
的
立
場
に
あ
る
方

▽
将
来
的
に
キ
ャ
ン
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
資
格
を
取
得
し
た
い
方

■
講
師
／
新
潟
県
キ
ャ
ン
プ
協
会

■
内
容
／

▽
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
キ
ャ
ン
プ

　

の
特
性
・
対
象
・
指
導
・
安
全
に
つ
い
て
座
学
）

▽
野
外
炊
事
※
宿
泊
は
市
民
の
家
に
て
屋
内
泊

■
受
講
料
／
5
0
0
0
円
（
食
材
費
、
保
険
料
、
テ
キ
ス
ト
代
）

※
実
技
単
位
取
得
者
は
登
録
料
と
し
て
別
途
1
万
5
0
0
0
円
。

■
持
ち
物
／
初
日
の
昼
食
、
米
1
合
、
着
替
え
、
雨
具
、
軍
手
、

洗
面
用
具
、
食
器
（
カ
ッ
プ
、
箸
、
ス
プ
ー
ン
、
お
皿
な
ど
）、

健
康
保
険
証
、
筆
記
用
具
、
空
の
牛
乳
パ
ッ
ク
（
1
L
）

■
定
員
／
20
名

■
注
意
事
項
／
「
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
資
格
取
得

に
は
、
こ
の
講
習
会
と
は
別
に
実
技
単
位
の
取
得
が
必
要
で
す
。

■
申
込
締
切
／
11
月
19
日
㈬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
公
民
館
係
（
市

民
会
館
内
）
�
82
・
9
1
1
1
�
82
・
9
1
1
2

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
は
じ
め
よ
う
！

「
女
性
も
男
性
も
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら

せ
る
社
会
」
～
あ
ら
た
め
て
今
、
語

り
合
う
～
参
加
者
募
集

　

地
域
に
お
け
る
課
題
を
み
つ
け
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
、
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
せ
る
社

会
に
つ
い
て
、
わ
た
し
た
ち
に
何
が
で
き

る
の
か
？
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
と
は
、
カ
フ
ェ
の

　

よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中

　

で
、
メ
ン
バ
ー
の
組
み
合
わ
せ
を
変
え

　

な
が
ら
、
小
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を

　

続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
参
加

　

者
全
員
が
話
し
合
っ
て
い
る
よ
う
な
効

　

果
が
得
ら
れ
る
対
話
の
手
法
で
す
。

■
日
時
／
12
月
6
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

4
時
30
分

■
会
場
／
市
民
会
館
4
階
大
会
議
室

■
講
師
／
萩
原
な
つ
子
さ
ん
（
立
教
大
学

大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
教

授
）

■
定
員
／
30
人

■
参
加
無
料

■
申
込
締
切
／
11
月
26
日
㈬

■
保
育
ル
ー
ム
／
希
望
さ
れ
る
方
は
、
参

加
申
込
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
：
生
後
4
か
月
～
未
就
学
児

▽
料
金
：
子
ど
も
1
人
に
つ
き
3
0
0
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
生

活
安
全
係
�
83
・
3
5
0
9

緊急告知ラジオ、緊急情報メールによる
情報伝達訓練を実施します

　国が実施する全国一斉情報伝達訓練に合わせて、
小千谷市でも情報伝達訓練を実施します。
■訓練日時／11月28日㈮午前11時ころ
■訓練内容／緊急告知ラジオが自動起動し、情報
　をお伝えします。緊急情報メールでも同じ内容
　をお知らせします。当日屋内にいる方は、ラジ
　オが自動的に起動して情報が聞きとれたか確認
　してください。
■その他／緊急情報メールは事前に登録が必要で
　すので、小千谷市のホームページまたは下記問
　い合わせ先で登録手続きを確認してください。
　また、緊急告知ラジオが自動的に起動しなかっ
　たり、緊急情報メールが受信できなかったなど
　の不具合がありましたら、
　下記問い合わせ先までご
　連絡ください。
■問い合わせ／危機管理課
　危機管理係�83-3515

秋
季
経
済
講
演
会

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
メ

ダ
リ
ス
ト
の
三
屋
裕
子
さ
ん
を
お
招
き
し

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
20
日
㈭
午
後
６
時
30
分
～

■
会
場
／
サ
ン
プ
ラ
ザ
３
階
大
ホ
ー
ル

■
演
題
／　
「
元
気
な
会
社
を
作
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
」

■
講
師
／
三
屋
裕
子
さ
ん

■
入
場
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
商
工
会

議
所
�
81
・
1
3
0
0
�
83
・
3
6
3
2

第
1
回
ひ
だ
ま
り
ぽ
っ
か
ぽ
か
ま
つ
り

　

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
工

房
で
は
、
ぽ
っ
か
ぽ
か
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す
。
催
し
物
、
屋
台
、
販
売
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
29
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～

■
会
場
／
ひ
だ
ま
り
工
房
（
元
中
子
・
大

字
薭
生
丙
1
9
9
‐
22
）

■
内
容
／

▽
作
品
展
示

▽
ゲ
ス
ト
や
利
用
者
、
職
員
に
よ
る
ス
テ

　

ー
ジ
発
表

▽
食
べ
物
屋
台
（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
の

　

無
料
屋
台
も
あ
り
ま
す
）

▽
自
主
製
品
販
売　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
／
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ

ー
ひ
だ
ま
り
工
房
�
86
・
8
0
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�culture@

city.ojiya.niigata.jp



19　︱　市報おぢや 11 月号

※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

お知らせ・健診日程

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　�83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札を配布します。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分〜、午後に
　開催の場合：正午〜

健診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他
4か月児
健康診査

平成26年
7月生まれ

12月  3日㈬ 13：00 〜
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成26年
1月生まれ

12月  4日㈭ 13：00 〜
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成25年
5月生まれ

12月16日㈫ 13：00 〜
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成24年
11月生まれ

12月17日㈬   9：00 〜
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成23年
11月生まれ

12月18日㈭ 13：00 〜
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

12月
乳幼児の健康診査日程

■まちのうごき（10月31日現在）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

26年10月 過去10年
の平均

26年
1～10月

25年
1～10月

26年
1～10月

25年
1～10月

男 18,628人(－22) 出生 16人 平均気温 14.6℃ 15.5℃
火災 18件 18件

件数 74件 91件

女 19,039人(－14) 死亡 41人 最高気温 28.1℃ 27.3℃ 死者 1人 1人

合計 37,667人(－36) 転入 49人 最低気温 3.8℃ 6.1℃
救急 1,273件 1,225件

傷者 92人 120人

世帯数 12,709世帯(－  2) 転出 60人 降水量月計 151.0㎜ 164.0㎜

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
見
附
展

　

人
権
侵
害
や
県
内
の
差
別
事
件
を
紹
介
し

た
パ
ネ
ル
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
み
な
さ
ん
か
ら
ご
覧
い
た
だ
き
、
家
庭
、

学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
様
々
な
場
面

で
「
人
権
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
入
場
は
無
料
で
す
。

■
日
時
／
11
月
19
日
㈬
～
23
日
㈷
午
前
9
時

～
午
後
5
時
（
19
日
は
午
後
1
時
か
ら
、
23

日
は
午
後
1
時
ま
で
）

■
会
場
／
見
附
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ネ
ー

ブ
ル
み
つ
け
（
見
附
市
学
校
町
1
‐
16
‐
15
）

■
そ
の
他
／
19
日
㈬
午
後
3
時
か
ら
見
附
市

文
化
ホ
ー
ル
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
で
記
念
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」

見
附
展
実
行
委
員
会
（
見
附
市
市
民
生
活
課

市
民
相
談
室
）
�
62
・
1
7
0
0
（
内
線
：

1
5
1
）道の駅ちぢみの里に　　　　

「より道ナビ」が設置されました

　道の駅ちぢみ
の里おぢやの道
路情報ターミナ
ル内に、小千谷
市内の観光やグ
ルメなどの情報
満載のタッチパ
ネル「より道ナ
ビ」と「フリー
wifiスポット」が設置されました。
　これは、国土交通省の社会実験とし
て、市内地域団体や飲食店の協力によ
り設置したものです。
　小千谷の地域情報が満載のタッチパ
ネルとなっていますので、ぜひ市民の
みなさんもお試しください。
■申込・問い合わせ／道の駅ちぢみの
　里おぢやセカンドステージ協議会事
　務局　NPO法人おぢや元気プロジェ
　クト�82-2650（�兼用）

手
づ
く
り
味
噌
体
験

　

毎
年
大
好
評
の
手
づ
く
り
味
噌
体
験
教
室

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

仕
込
ん
だ
味
噌
の
持
ち
帰
り
（
約
10
㎏
）

と
昼
食
が
付
い
た
お
得
な
プ
ラ
ン
で
す
。

■
日
時
／
12
月
7
日
㈰
午
前
10
時
～

■
会
場
／
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
昨
年
と

会
場
が
変
わ
り
ま
し
た
）

※
市
内
送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
、
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

■
参
加
料
／
1
万
円
（
昼
食
代
込
み
）

※
桶
の
無
い
方
は
、
別
途
で
実
費
味
噌
桶
代

　
（
1
0
0
0
円
程
度
）
が
必
要
で
す
。

■
定
員
／
15
名

■
申
込
締
切
／
12
月
1
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
キ
ラ
リ
真
人
事
務

局
（
真
人
住
民
セ
ン
タ
ー
内
）
�
86
・
3
0

0
2
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館
、
塩
谷
な
ど
で
追
悼
・

復
興
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
体
が
い
く
つ
あ
っ

て
も
足
り
な
い
感
じ
で
し

た
。
今
後
も
風
化
さ
せ
ず

「
中
越
大
震
災
の
日
」
と

し
て
語
り
継
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　

よ

秋
晴
れ
の
中
、
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
む
み
な
さ
ん
の
笑

顔
を
い
っ
ぱ
い
撮
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。　
　

あ

●
中
越
大
震
災
か
ら
ち
ょ

う
ど
10
年
の
節
目
と
な
っ

た
10
月
23
日
は
、
市
民
会

館
、
総
合
体
育
館
、
楽
集

●
今
年
の
10
月
は
例
年
に

も
増
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
多

い
月
と
な
り
ま
し
た
。
あ

も
週
末
は
大
忙
し
で
、
1

日
に
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を

取
材
す
る
た
め
に
市
内
を

飛
び
回
り
ま
し
た
。
天
候

に
恵
ま
れ
る
日
が
多
く
、

編
集
室
だ
よ
り

　市ノ沢の中段にある一軒の家が、深い森を背に秋色に染まるような佇
たたず

まいを見せていました。
　このお宅のおばあさん、渡辺リョウさんは92歳になられたそうですが、
人形づくりや書を楽しみながら、とてもお元気です。
　趣味の域を超える作品の見事さにふれた私は、お元気の素

もと

はこれだな
と感動しました。
　「オラッたも、もっともっとガンバランば」

（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
No. ４９３

秋色市ノ沢の家

問　題
　小千谷市が制定した「市の魚」は何
でしょう？
①メダカ　　　②錦鯉　　　③金魚

（ヒントは8ページ）
■応募先／郵便番号、住所、氏名を明
　記のうえ、次の宛先までお送りくだ
　さい。〶947-8501小千谷市役所
　企画政策課秘書広報係（住所は記載
　不要です）
■締切／11月21日㈮（当日消印有効）

　10月号の答えは③「10月23日」で
した。抽選の結果、次の方々が当選し
ました。
　小池幸子さん　　鈴木久子さん
　髙野雄夫さん

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

総合体育館年末年始　
開館時間のお知らせ

　総合体育館は12月29日㈪
・30日㈫、1月2日㈮・3日㈯、
午前9時～午後5時まで開館
します。トレーニングルーム
もご利用できます。
　12月31日㈬・1月1日㈷は
年末年始のため休館します。�
1月4日㈰から通常の開館時間
となります。
※その他の施設の年末年始の
　業務については、市報おぢ
　や12月10日号でお知らせ
　します。　　　　　��
■問い合わせ／生涯学習スポ
　ーツ課スポーツ振興係（総
　合体育館内）�83-0077


